
女性活躍の鍵 起業という働き方
柔軟で、多様な働き方の一つとして「起業」が注目されています。

起業には、既存の環境では実現できなかった個性・能力を発揮する場、

そしてよりよい生き方・働き方ができる可能性があります。

県内でなりたい自分の夢をかなえて活躍中の女性起業家お二人にお話を伺いました。
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５
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乗
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知ってもらう×出会い・つながり・学び
販路拡大×事業成長

仲間づくり・ロールモデル・メンター

●起業の相談をしたい！
「21あおもり産業総合支援センター」

　創業支援の専門家であるインキュベーション・マネジャー（ＩＭ）が創

業に関する様々な相談に対して、伴走型で支援、アドバイスを行います。

　五所川原市・三沢市・むつ市・黒石市・十和田市の創業相談ルームで

は、定期的に個別相談会を開催していますので、ぜひご利用ください。

（事前申込みが必要です）

　詳細は当センターＨＰをご覧ください。

（URL : https://www.21aomori. or.jp/sougyou/）

●起業支援に関するお役立ち情報・リンク
創業支援施設

　青森市：あおもり地域ビジネス交流センター

　弘前市：ひろさきビジネス支援センター

　八戸市：はちのへ創業・事業承継サポートセンター

Facebook「あおもり創業応援隊！」

東北起業女子応援サイト-ＷＥＳＳＴ

Facebook「東北起業女子応援ネットワーク」

Venus Club青森支部　　　　　　　　　  　　など

　六戸町でカフェ＆エステサロンを営む髙森むつみさん。今年で創業９年目を迎えました。

　起業のきっかけは、中学生になった子どもたちの進学に向けた学資準備のため。元々理容

師として理容店に勤務していましたが、２年余りで退職、そして結婚、出産、子育ての毎

日。専業主婦だった髙森さんは「夫の収入だけに頼らずに自分も稼がなくては！」とおいら

せ町にある自宅リビングで趣味の籠づくりの教室などを始めました。「家事も好きだし、趣

味もやりたい」。家庭を大切にしながら、趣味や特技を生かした起業をすることを決意しま

す。カフェを運営する知識や経験がない中、子ども会活動などこれまでの地域での交流を

通して出会った人から、商工会の職員を紹介してもらいました。商工会の補助金等の支援

を活用し、2011年秋にカフェをオープン。

　「今でこそ、ここが自分の居場所だと思えるけど、すべてが順調だったわけではありませ

ん」。育った家庭環境は決して豊かな暮らしではなく、小さな頃から「幸せに楽しく生きる

にはどうしたらよいか」と考えてきた髙森さん。意気込んでカフェをオープンしたものの、

経営や関わりあう人との関係性が難しいと思うようになりました。家庭もうまくいかず、心

身は崩壊寸前。「自分が幸せにならないと、周りの人たちも幸せにできない」。そう気がつい

て行動するようになってからは、自然と良い方向へと変化していきました。

　2017年に心機一転、六戸町にカフェを移転。体と心にやさしい食事の提供と、理容師の

資格を活かしたシェービングエステサロンを始めました。「お客様の反応を見ながらメニュー

を変化するなど工夫して、長く続けていきたい。起業は私にとっての居場所。そこに家族愛

も幸せも豊かさもあります」と髙森さんはやりたいと思ったことをとことん追求して行動し

続けています。事業の悩みの相談相手は夫。「夫や家族の応援があって、私は起業という人

生で貴重な体験ができた。これからも家族と幸せでいることを一番に考え、さらに地域の

皆さんも幸せになれるよう、心身ともに健康で楽しく生きるために大切な“食”について

伝えていきたい」といいます。

起業は私の居場所。家族愛も豊かさも幸せもそこにある。

美容もコンサルタントの仕事も好き。チャレンジすることを
あきらめない！やり始めたことをやり続けたい。

　2017年に化粧品等の販路開拓やイベントコーディネート、コンサルティングを行う会社

「株式会社Make Mii」を立ち上げ、現在は台湾でも活躍中の外崎真由美さん。

　県内の大学を卒業後、両親の経営する化粧品代理店に入社。３年後の2000年に独立し、

同級生と共にエステサロンをオープン。そこで様々な人の肌と向き合いケアを行ってきまし

た。すると北国青森ならではの肌の悩みがあるのに、それを解決できる化粧品がないことに

気づきました。外崎さんは「その悩みを解決してあげたい！」と思うようになり、2009年

に家族とともに自然派化粧品のメーカー「株式会社ラメラボーテ」を立ち上げました。

　メーカーとして県内や東京だけを商圏にしていても発展性はないと考え、ノウハウがない

まま海外へのイベント出展や代理店販売を始めることに。失敗ばかりでなかなかうまくいか

ず、答えも出ず長い間悩んだ時期もあったといいます。そんな中、良きアドバイスをくれる

先輩経営者や仲間の協力を得て、経験する様々な困難を乗り越え、現在に至っています。

「やり始めたことをやり続けたい。失敗は恥ずかしくない、チャレンジをした結果」と外崎

さん。ビジネスはスキルだけでなく、人間関係も大事。でもそこに縛られることなく変化

も必要だと実感を込めて話します。

　実はシングルマザーの外崎さん。2013年に離婚後、仕事に邁進していく中で、子どもに

寂しい思いをさせることもありました。母親だからといって自分の人生を諦めることなく、

「私は働くママとして生まれました」と宣言し、楽しんで働く母親の姿を見せてきたといい

ます。子育てに協力してくれる母はもちろん子どもにも感謝し、美容の仕事に誇りを持って

台湾と日本を往復し活躍する日々は続きます。

　「青森の女性たちには美しくいることも、働くことも自己犠牲することなくチャレンジし

てほしい」。これからも、外崎さんはこの想いをたくさんの女性に届けていきます。

外崎真由美さん（青森市）

株式会社Make Mi i　

代表取締役

株式会社ラメラボーテ

取締役副社長兼任

髙森むつみさん（六戸町）

Tuboカフェ主宰
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●起業の相談をしたい！
「21あおもり産業総合支援センター」

　創業支援の専門家であるインキュベーション・マネジャー（ＩＭ）が創

業に関する様々な相談に対して、伴走型で支援、アドバイスを行います。

　五所川原市・三沢市・むつ市・黒石市・十和田市の創業相談ルームで

は、定期的に個別相談会を開催していますので、ぜひご利用ください。

（事前申込みが必要です）

　詳細は当センターＨＰをご覧ください。

（URL : https://www.21aomori. or.jp/sougyou/）

●起業支援に関するお役立ち情報・リンク
創業支援施設

　青森市：あおもり地域ビジネス交流センター

　弘前市：ひろさきビジネス支援センター

　八戸市：はちのへ創業・事業承継サポートセンター

Facebook「あおもり創業応援隊！」

東北起業女子応援サイト-ＷＥＳＳＴ

Facebook「東北起業女子応援ネットワーク」

Venus Club青森支部　　　　　　　　　  　　など

　六戸町でカフェ＆エステサロンを営む髙森むつみさん。今年で創業９年目を迎えました。

　起業のきっかけは、中学生になった子どもたちの進学に向けた学資準備のため。元々理容

師として理容店に勤務していましたが、２年余りで退職、そして結婚、出産、子育ての毎

日。専業主婦だった髙森さんは「夫の収入だけに頼らずに自分も稼がなくては！」とおいら

せ町にある自宅リビングで趣味の籠づくりの教室などを始めました。「家事も好きだし、趣

味もやりたい」。家庭を大切にしながら、趣味や特技を生かした起業をすることを決意しま

す。カフェを運営する知識や経験がない中、子ども会活動などこれまでの地域での交流を

通して出会った人から、商工会の職員を紹介してもらいました。商工会の補助金等の支援

を活用し、2011年秋にカフェをオープン。

　「今でこそ、ここが自分の居場所だと思えるけど、すべてが順調だったわけではありませ

ん」。育った家庭環境は決して豊かな暮らしではなく、小さな頃から「幸せに楽しく生きる

にはどうしたらよいか」と考えてきた髙森さん。意気込んでカフェをオープンしたものの、

経営や関わりあう人との関係性が難しいと思うようになりました。家庭もうまくいかず、心

身は崩壊寸前。「自分が幸せにならないと、周りの人たちも幸せにできない」。そう気がつい

て行動するようになってからは、自然と良い方向へと変化していきました。

　2017年に心機一転、六戸町にカフェを移転。体と心にやさしい食事の提供と、理容師の

資格を活かしたシェービングエステサロンを始めました。「お客様の反応を見ながらメニュー

を変化するなど工夫して、長く続けていきたい。起業は私にとっての居場所。そこに家族愛

も幸せも豊かさもあります」と髙森さんはやりたいと思ったことをとことん追求して行動し

続けています。事業の悩みの相談相手は夫。「夫や家族の応援があって、私は起業という人

生で貴重な体験ができた。これからも家族と幸せでいることを一番に考え、さらに地域の

皆さんも幸せになれるよう、心身ともに健康で楽しく生きるために大切な“食”について

伝えていきたい」といいます。

起業は私の居場所。家族愛も豊かさも幸せもそこにある。

美容もコンサルタントの仕事も好き。チャレンジすることを
あきらめない！やり始めたことをやり続けたい。

　2017年に化粧品等の販路開拓やイベントコーディネート、コンサルティングを行う会社

「株式会社Make Mii」を立ち上げ、現在は台湾でも活躍中の外崎真由美さん。

　県内の大学を卒業後、両親の経営する化粧品代理店に入社。３年後の2000年に独立し、

同級生と共にエステサロンをオープン。そこで様々な人の肌と向き合いケアを行ってきまし

た。すると北国青森ならではの肌の悩みがあるのに、それを解決できる化粧品がないことに

気づきました。外崎さんは「その悩みを解決してあげたい！」と思うようになり、2009年

に家族とともに自然派化粧品のメーカー「株式会社ラメラボーテ」を立ち上げました。

　メーカーとして県内や東京だけを商圏にしていても発展性はないと考え、ノウハウがない

まま海外へのイベント出展や代理店販売を始めることに。失敗ばかりでなかなかうまくいか

ず、答えも出ず長い間悩んだ時期もあったといいます。そんな中、良きアドバイスをくれる

先輩経営者や仲間の協力を得て、経験する様々な困難を乗り越え、現在に至っています。

「やり始めたことをやり続けたい。失敗は恥ずかしくない、チャレンジをした結果」と外崎

さん。ビジネスはスキルだけでなく、人間関係も大事。でもそこに縛られることなく変化

も必要だと実感を込めて話します。

　実はシングルマザーの外崎さん。2013年に離婚後、仕事に邁進していく中で、子どもに

寂しい思いをさせることもありました。母親だからといって自分の人生を諦めることなく、

「私は働くママとして生まれました」と宣言し、楽しんで働く母親の姿を見せてきたといい

ます。子育てに協力してくれる母はもちろん子どもにも感謝し、美容の仕事に誇りを持って

台湾と日本を往復し活躍する日々は続きます。

　「青森の女性たちには美しくいることも、働くことも自己犠牲することなくチャレンジし

てほしい」。これからも、外崎さんはこの想いをたくさんの女性に届けていきます。

外崎真由美さん（青森市）

株式会社Make Mi i　

代表取締役

株式会社ラメラボーテ

取締役副社長兼任

髙森むつみさん（六戸町）

Tuboカフェ主宰



南部町

▲理事長の四戸さん。NPO法人なんぶねっとが営む
農家cafeこみゅでは、新鮮な野菜や果物を使った
ランチやスイーツが楽しめます。

南部町ミニデータ
●人　口　18,001 人

　（男 8,554人、女 9,447人）

●世帯数　7,454 世帯
（令和元年８月１日現在）

●特産品
さくらんぼ、りんご、ゼネラル・レクラー
クなど果実が豊富です。

【概況】青森県の南東に位置す
る。町の中央を流れる馬淵川の
沿岸部は帯状に平野部が広が
り、南西部には標高615ｍの
名久井岳を臨み、山と川、流域
には田園風景が広がる豊かな
自然に恵まれています。 南部町

各市町村で活躍するグループ・団体・企業等を紹介します。
今回は『ＮＰＯ法人なんぶねっと』をご紹介。
理事長の四戸泰明さんにお話を伺いました。

　

人
脈
と
経
験
を
駆
使
し
て

　地
域
課
題
に
取
り
組
む

　な
ん
ぶ
ね
っ
と
は
、
平
成
15
年
、
任
意
団
体

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
元
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
た
四
戸
泰
明
さ
ん

が
事
務
局
を
担
い
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
活
動
者
が
一
緒
に
な
っ

て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年

に
法
人
化
。
当
時
す
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
を

退
職
し
て
い
た
四
戸
さ
ん
は
、
実
家
の
農
業
を

継
ぐ
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
資
格
を
活
か

し
て
小
・
中
学
校
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
し
て

い
ま
し
た
。

　現
在
は
、﹁
目
の
前
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
住
民
主
体
の
活
動
展
開
﹂
を
第
一
の
目
標

と
し
て
掲
げ
、
さ
ら
に
10
年
後
、
20
年
後
を
見

据
え
な
が
ら
、
今
と
未
来
の
た
め
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
柱
は
﹁
子
ど
も
活
動
支

援
事
業
﹂﹁
地
域
活
性
化
事
業
﹂﹁
福
祉
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
﹂﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
事
業
﹂
の
４
つ
。
具
体
的
に

は
、
支
援
の
依
頼
に
応
え
た
り
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
し
た
地
域
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
た
り
と
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
取
り
組
む
中
、
仲
間
と
と
も
に

課
題
は
何
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
際
、﹁
こ

れ
っ
て
男
女
共
同
参
画
の
問
題
だ
よ
ね
﹂
と
気
づ

い
た
と
い
い
ま
す
。
平
成
29
年
か
ら
は
町
内
の

中
学
校
で
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
に
は
三
八
地
域

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
。
高
齢

者
の
引
退
な
ど
で
、
団
体
が
始
ま
っ
た
当
初
よ
り

も
活
動
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
逆
に
当
時

よ
り
広
が
っ
て
い
る
人
脈
を
活
か
し
て
、
機
動
力

を
高
め
て
い
ま
す
。﹁
自
分
た
ち
だ
け
で
や
ろ
う

と
す
る
と
、
き
っ
と
行
き
詰
ま
る
。
だ
か
ら
コ
ラ

ボ
す
る
ん
で
す
﹂
。
同
じ
目
的
を
も
っ
て
多
様
な

分
野
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
業
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

農
業
も
含
め
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　最
近
は
本
業
の
農
業
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た

四
戸
さ
ん
。﹁
農
業
を
ベ
ー
ス
に
、
農
家
か
ら
福

祉
に
働
き
か
け
る
農
福
連
携
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
ね
﹂
。

　地
域
の
課
題
と
し
て
、
今
後
、
農
作
放
棄
地

の
問
題
や
、
後
継
者
の
問
題
が
増
え
て
く
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
福
祉
、
教
育
、
農
業
と
さ

ま
ざ
ま
な
現
場
で
経
験
を
積
ん
だ
四
戸
さ
ん
だ

か
ら
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
き
っ
と
な
ん
ぶ
ね
っ
と

の
活
動
に
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

南部町住民生活課
主事　

市澤 緑梨 さん

　南
部
町
で
は
「
南
部
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
性
別
や
年
齢
、
置
か
れ
た
社
会
状
況
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
ど
ん
な
場
面
で
も
、
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　具
体
的
な
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
女
性
が
働
き
や
す
い

よ
う
に
、
育
児
や
介
護
休
業
制
度
の
周
知
と
活
用
促
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
近
年
特
に
力
を
入

れ
、「
な
ん
ぶ
わ
ら
し
フ
ェ
ス
タ
」
を
昨
年
度
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
。
親
子
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
育
児
支
援
を

図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
を
用

意
し
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
時
に
三
八
地
域
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
事
業
の
一
環
で
講
演
会
も
開
き
、
男
性
の
家
事
育
児
参

画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
当
町
で
は
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
が
特
徴
的
で
す
。

現
在
女
性
消
防
団
員
は
25
名
。
防
災
訓
練
や
町
内
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
地
域
の
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　役
場
で
は
な
か
な
か
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ん
ぶ
ね
っ
と
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
男
女

共
同
参
画
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
幅
広
く
活
動
し
て
い
る

た
め
、
地
域
に
団
体
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
と

て
も
貴
重
な
存
在
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
て
、
町

の
盛
り
上
げ
役
と
し
て
一
役
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
今
後
も
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
：
井
藤
　雪
香
）

取
材
を
通
し
て
…

　起
業
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
も
継
続

し
て
い
く
原
動
力
も
多
様
で
あ
り
、
批

判
や
失
敗
も
重
ね
て
、
こ
れ
が
自
分
の

生
き
方
・
起
業
だ
と
確
信
し
た
お
二
人

の
事
例
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　実
は
私
も
今
年
４
月
に
起
業
し
た
ば

か
り
。
失
敗
を
恐
れ
、
始
め
る
前
か
ら

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
先

輩
起
業
家
や
仲
間
た
ち
と
の
交
流
の
中

で
、
不
安
が
自
信
に
変
わ
っ
て
い
く
姿

を
一
緒
に
喜
び
、
自
分
も
成
長
し
た
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　雇
わ
れ
る
働
き
方
か
ら
、
よ
り
自
律

的
な
生
き
方
に
つ
な
が
る
起
業
と
い
う

働
き
方
を
、
自
分
ら
し
く
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
担
当
・
秋
葉
美
早
喜
︶

＜プラスメッセージ＞　起業を継続する秘訣

応援団の存在が大事です。起業してすぐは経営者

として未熟な面があり、うまくいかないケースも

あるので、メンターや先輩経営者が周りにいると

心強いです。ＳＮＳなどを活用して意識的に高い

志を表明していると、応援してくれる人やサポー

トしてくれる人に出会えるかもしれません。自分

の考えをしっかり伝えるのに、ＳＮＳを最大限有

効活用してみてください。

大谷 真樹（おおたに　まさき）さん
学校法人光星学院八戸学院国際教育局　局長
株式会社八戸学院グループ　代表取締役社長
八戸学院地域連携研究センター　教授

1961年八戸市生まれ。民間企業勤務を経て、市場調査会社、株式会社インフォプラント
（現株式会社マクロミル）を創業。2001年に起業家のアカデミー賞といわれる「アントレ
プレナー・オブ・ザ・イヤー・スタートアップ部門優秀賞」を受賞。2008年八戸大学客員
教授を経て2018年から現職。八戸学院地域連携研究センターの社会人講座「起業家養成講
座」の主任講師を務め、多くの起業家を輩出している。

女
性
の
起
業
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

　青
森
県
は
女
性
社
長
が
多
く
、
日
本
一
と
の
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
相
続
や
夫
の
他
界

に
よ
る
事
業
承
継
に
よ
る
も
の
で
、
０
か
ら
１
を
作

り
上
げ
る
起
業
を
し
て
い
る
人
は
少
な
い
で
す
。
女

性
の
起
業
が
難
し
い
と
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
に
、
モ

デ
ル
と
な
る
前
例
が
少
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地

方
で
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
出
会
う
機
会
も
少
な
く
、

﹁
何
か
や
っ
て
み
よ
う
﹂
と
思
っ
て
も
同
じ
気
持
ち

を
持
っ
た
人
に
出
会
う
機
会
も
少
な
い
。
前
例
、
経

験
、
周
り
に
情
報
を
持
っ
て
い
る
人
、
情
報
を
得
ら

れ
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な
問
題

点
で
す
。

八
戸
学
院
の
起
業
家
養
成
講
座

　八
戸
学
院
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て

い
る
起
業
家
養
成
講
座
は
２
０
０
９
年
に
開
講
、
こ

れ
ま
で
14
回
開
催
し
て
、
１
６
０
人
︵
う
ち
７
割
は

女
性
︶
が
受
講
、
36
人
が
起
業
し
て
い
ま
す
。
主
に

社
会
人
向
け
に
半
年
間
か
け
て
、
基
礎
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
ま
で
集
中
的
に
学
ぶ
講
座
で
す
。
座
学
で

起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
自
立
し
た

生
き
方
を
学
ぶ
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
も
な
り
、

受
講
生
同
士
が
議
論
し
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
修
了
後
も
、
定
期
的
に
集
ま
り
、
励
ま

し
合
っ
た
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
り
、
つ
な
が
り
が
深
い
の
も
特
徴
で
す
。
一

人
で
起
業
し
継
続
す
る
に
は
限
界
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
場
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
協
働
で

進
め
て
い
け
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
＊
注

で
も
あ
り
、

自
立
を
お
互
い
に
助
け
合
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。
特

に
女
性
は
ビ
ジ
ネ
ス
界
と
の
接
点
が
少
な
い
こ
と
が

多
く
、
こ
う
し
た
場
は
貴
重
で
す
。

青
森
県
は
起
業
の
可
能
性
の
宝
庫

　講
座
修
了
生
に
は
身
の
回
り
の
材
料
や
地
域
資
源

を
活
か
し
て
、
背
伸
び
を
し
な
い
身
の
丈
に
合
っ
た

起
業
に
取
り
組
む
女
性
が
多
い
で
す
。
起
業
と
い
う

と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
大
変
そ
う
と
か
失
敗
し
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
か
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
は
身
の
回

り
に
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
自
分
の
持
っ

て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
、
ま
た
は
誰
か
が
持
っ

て
い
る
そ
れ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
実
現
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
考
え
や
視
点
を
持

ち
、
必
要
な
情
報
を
集
め
ら
れ
れ
ば
、
青
森
県
は

チ
ャ
ン
ス
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　農
林
水
産
関
連
や
観
光
資
源
な
ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
視
点
を
持
ち
、
社
会
的
課
題
解
決
も
ビ
ジ
ョ
ン

に
入
れ
る
と
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
青

森
県
だ
と
あ
る
意
味
目
立
ち
や
す
く
、
頑
張
り
が
伝

わ
り
や
す
い
な
ど
有
利
な
点
も
あ
り
ま
す
。
特
に
今

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
、
自
分
の
活
動
を
発
信
で
き
る

ツ
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
活
用
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

起
業
を
目
指
し
て
い
る
方
へ

　﹁
挑
戦
す
る
権
利
と
失
敗
す
る
自
由
﹂
を
誰
も
が

持
っ
て
い
ま
す
。
失
敗
し
て
も
ま
た
や
り
直
せ
ば
い

い
ん
で
す
。
今
は
資
本
金
１
円
か
ら
で
も
始
め
ら
れ

る
し
、
事
務
所
を
持
た
な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
営
業
活
動
な
ど
手
軽
に
始
め
ら
れ
る

起
業
も
多
い
。
む
し
ろ
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
や
り
直
す
く
ら
い
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い
限
り
失
敗
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
く
ら
で
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
注

　エ
コ
シ
ス
テ
ム…
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
と
し
て
は
、﹁
複
数

の
企
業
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

取
り
巻
く
共
通
の
収
益
環
境
﹂
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
ま
す
。

「挑戦する権利と失敗する自由」をみんな持っている
　応援団をつくって、恐れずに起業してみよう

インタビュー




